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東北地方は日本のツキノワグマの生息域の核とな
る地域である（岡ら，2003；岡，2004）．その一方で，
近年は日本各地でツキノワグマの人里への出没が顕
著になり，住民生活との間にあつれきが生じている．
秋田県でも，ツキノワグマと人との偶発的な遭遇の
危険は常にあり，クマの出没の多い年は秋田県や警
察を通じて注意報警報が発令される．こうした状況
下で，人身被害も毎年数件，多い年には 5～10件発
生している．特に 2016年 5月から 6月にかけては，
タケノコ目的の山菜採り 4名が，クマとの遭遇によ
り命を落としたばかりである（秋田魁新報，2016）．
また近年は，以前はクマが生息していないとされて
いた出羽丘陵でのクマの目撃も見られるようになっ
てきた（前橋ら，2015）．
このようなツキノワグマの出没はいつごろから顕
著になってきたのだろうか？ツキノワグマの個体数
自体が増加しているのだろうか？またクマの出没に
関連する因子に経年的な傾向はないか？ツキノワグ
マのように隠蔽性が高く行動範囲の広い大型獣にお
いては，分析可能なレベルの質・量の現地調査デー
タを収集するのは簡単ではない．これに対して近年，
市民による膨大な観察記録をもとに，動物の生息状
況を推定する試みがなされている（Higa et al., 2015）．
秋田県では，市民によるツキノワグマの目撃情報が
新聞に掲載される．この情報はクマの生息状況を一
定程度，反映しているはずで，現地調査データに比
べて広域で大規模なデータセットとなりうる．これ
から生息状況の評価につながる可能性がある．
一方，クマの出没に影響を与える因子として，こ
れまでの研究では，ブナの結実の豊凶が指摘されて
きた（岡，2004；Oka et al., 2004）．また近年は社会
的要因として，中山間地域の人口減少や高齢化が人
間の生活域と野生動物の行動域の境界に変化を与え
ているのではないかという指摘もなされるようにな
ってきた（梶，2011）．
そこで本研究では，秋田県におけるツキノワグマ
東北地方はツキノワグマの良好な生息域であるが，秋田県内では近年，人里へのクマの出没が増加しており，時には人身被害も発生
する．隠蔽性が高く行動圏も広いクマの生息状況を評価するにあたって，市民による目撃情報は生息状況に関する大きな情報源のひ
とつとなることから，本研究では新聞に掲載される秋田県内のツキノワグマの目撃情報を遡って収集し，長期的な動向をまとめた．
さらに，クマの重要な食料であるブナの結実豊凶と人口の変化に着目し，クマの目撃等数との関連性を検討した．1994年から 2014
年までの 21年間の新聞報道から 3568件のツキノワグマ目撃情報を確認でき，クマの目撃は 2001年以降，増加傾向にあることが明
らかになった．また，2000 年代に入ってから，市街地および能代市周辺や出羽丘陵南部など，かつてはクマは生息しないとされて
いた地域においてクマの目撃が頻繁になっていた．毎年のクマの目撃頭数はブナの実が凶作であるほど多く，また目撃の増加傾向は
人口減少率の傾向と相関していた．
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の新聞報道記録をとりまとめることで県内のクマの
目撃件数の長期的な動向を集めることにした．さら
に，クマの食料であるブナの結実状況と人口の変化
率に着目して，これらとクマの出没数との関連性を
検討した．過去 21 年間（西暦 1994～2014）のブナ
の結実度，秋田県の人口の推移，および秋田魁新報
に寄せられたツキノワグマの目撃頭数を調査し，近
年のクマ目撃数増加の背景について考察した． 
 
方法 
 
クマ目撃に関する新聞報道の調査 
秋田魁新報の朝刊の記事を調査した．対象とした
期間は，各年 3月 20日～12月 20日とした．ツキノ
ワグマが目撃された日時・場所・頭数・状況をまと
めた．目撃場所は Googleマップを用いて県地図上に
プロットしたのち，秋田県のツキノワグマ保護管理
計画（秋田県，2012）に使われている 3 km四方のメ
ッシュのツキノワグマ生息域入りの地図上に目撃地
点を重ねた． 
 
ブナ林の結実度 
ブナは春季には花が，秋季には実がツキノワグマ
の食料となる．また，ブナの開花結実には明瞭な年
変動（マスティング）が認められる．これらのこと
から，ブナの結実豊凶はツキノワグマの餌条件や行
動範囲に大きな影響を与えると考えられている． 
そこで，森林総合研究所の正木隆氏が管理してい
るブナ林結実データを使用した．このデータは，1987
年から北東北３県において（2005年からは全国にお
いて）行われている目視観察記録をまとめたもので，
林分単位で結実割合，結実状況，種子の質等の項目
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図 1  秋田県内におけるツキノワグマの目撃頭数
の年次変動 
 
 
図 2  秋田県内のツキノワグマ目撃地点の変化 
赤色の点はツキノワグマの目撃地点を，緑色のセル（各 3x3 km）は秋田県ツキノワグマ保護管理計画に用
いられているツキノワグマの生息域を示す 
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が目視により判定され，これをもとに林分の結実度
が総合的に判断されている（Suzuki et al., 2005；森林
総合研究所，2015）．秋田県には 110か所の観測地点
があり，各林分で豊作・並作・凶作・無作が判定さ
れている（1998年と 2008年は欠測，2013年はデー
タ未整備）．本研究では，このデータから Oka et al.
（2004）にしたがって，凶作と無作の地点数を凶作
指数として求めた．また，各年の凶作指数と県内の
ツキノワグマ目撃件数の間の相関係数を求めた．
秋田県の人口の推移
秋田県のホームページ（秋田県企画振興部，2015）
に掲載されている人口のデータを利用した．そのデ
ータを基に県を 7つのエリア（能代・大館，八幡平・
鹿角・十和田湖，男鹿半島・八郎潟，秋田市，本荘・
象潟・鳥海山，田沢湖・角館・大曲，横手・湯沢）
に分け，それぞれの人口の推移をまとめ，地域レベ
ルで年あたりの人口変化率を算出した．この値と，
各地域でのクマの目撃件数の間の相関係数を求めた．
結果
クマの目撃頭数と目撃地点
調査対象の 21年間で計 3568件のツキノワグマ目
撃情報を確認できた．年間の目撃件数は，1994～2000
年までは 100件を上回ることはなかったが，2001年
に 168件に急増し，以降は 2008年まで増減を繰り返
した後に 2012年に最多の 492件となった（図 1）．
調査した21年間を7年ごとに区切って目撃地点を
地図にプロットしてみたところ，1994～2000年の累
計目撃頭数は 183件，2001～2007年では 897件，2008
～2014 年では 2488 件であり，長期的には目撃頭数
は増加傾向にあった（図 1）．この 7年ごとの目撃地
点をみると，能代市周辺や，秋田市から由利本荘市
にかけての出羽丘陵南部など 1994～2000 年は目撃
頭数が少なかった地点も 2008～2014 年では目撃情
報が寄せられた（図 2）．
季節別の集計では，夏に目撃が多かった（図 3）．
ブナの結実度と目撃頭数
1994～2014年の秋田県全体のブナの結実度は，近
年は凶作・無作の割合が多く，県全体でブナの結実
度が低い傾向が見られた（図 4）．各年のブナの凶作
指数とその年のクマの目撃頭数との間には有意な正
の相関が認められた（r = 0.54, P = 0.02）．
人口の推移と目撃頭数
対象期間全体を通じて算出したエリア別の人口変
化率は八幡平・鹿角・十和田湖エリア（-0.013）が
最も低く，秋田市エリア（-0.002）が最も高かった．
また，3年毎に計算した人口変化率（data not shown）
と同時期のクマ目撃数の平均値の相関分析の結果，
クマの目撃頭数と人口変化率の間には，八幡平・鹿
角・十和田湖地域を除いて有意な負の相関関係が認
められた（表 1）．
考察
本研究では，新聞に掲載されたツキノワグマの目
撃情報から 21年間で 3500件を超える目撃情報が得
られた．その結果，2001年のクマの大量出没を契機
にしてクマの目撃数が増加傾向に転じた様子，さら
には能代市周辺や出羽丘陵南部など，かつてはツキ
ノワグマは生息しないとされていた地域での目撃の
図 3  季節ごとのツキノワグマ目撃数
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図 4  秋田県内ブナ林の凶作指数の年変動． 
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増加傾向を読み取ることができた．こうした結果は，
これらの地域でクマの生息域が拡大しているのか，
県内のクマの個体数が増加傾向にあるのか，あるい
はその両方かという状況を示唆している．Higa et al. 
(2015) は野鳥の観察記録をもとに種ごとの分布状
況を推定している．ツキノワグマでも，分布域の変
遷や個体数推定の試み（前橋ら，2015）に目撃情報
取り込むことがが可能かもしれない．
しかしながら，市民によるクマの目撃情報やマス
コミによる報道の取り上げ方には多少のバイアスが
含まれている可能性を否定できず，慎重な取り扱い
が必要であろう．こうしたバイスを適切に処理でき
れば今回の結果は，クマという隠蔽的でかつ行動圏
の広い動物種の生息状況の評価において市民による
目撃情報が有用であることを示唆している．
秋田県内ではブナの結実が 2009 年以降連続して
低調だったことから，ツキノワグマにとって食料不
足の秋が続いていると言える．岡ら（2003）は，ツ
キノワグマは春季にブナの花を食べる際に秋季の実
り度合を予測し，花の量が少なく秋の結実が不足し
そうであれば夏季に食料を人里まで探しに来るので
はないかと考えている．今回の集計で 2004年以降は
夏季の目撃数が増加傾向にあったことは，近年ブナ
の結実度が低いこととも符合する．すなわち，秋田
県でもクマの行動に山間部のブナの結実豊凶が関連
していると考えられる．
ツキノワグマの目撃件数の動向は，人口減少率と
概ね有意な相関があった．人口減少と高齢化は，野
生動物の人間の生活圏への侵入防止に負の影響をも
たらす（梶，2011）．ただし，今回の相関だけで人間
のクマへの対処能力の低下がクマの出没を増加させ
ているとは結論できない．単に人口減少と目撃数増
加の時期が単に重なっただけかもしれない．また，
人口減少率が最も高い八幡平・鹿角・十和田湖エリ
アでは，直感的には相関係数は高くなるはずだが，
実際はこの地域でのみ，有意な相関が得られていな
い．この点に関しては，この地域は県内の全エリア
の中で人口が最も少なく，そのために人口減少率の
クマ目撃に対する影響も弱かったとも考えられる．
以上，本研究では市民によるツキノワグマ目撃数
と目撃地点の経年変化が把握できた．データの持つ
バイアスを処理できれば，ツキノワグマの生息域の
変化あるいは個体数の変動を推測する際に，市民に
よる目撃情報は有益な情報を与えてくれるだろう．
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In the Tohoku province of northern Japan, Asiatic black bears have a stable, continuous population. However, there has been increasing conflict 
between humans and these bears in rural areas, occasionally resulting in human injury. The elusiveness of the Asiatic black bear prevents data 
collection aimed at determining the status of their population. Citizen sightings have the potential to serve as a relatively large dataset. Thus, we 
compiled all the bear sightings reported in the local newspaper between 1994 and 2014. This survey accounted for 3,568 reports of bear 
occurrences, and the frequency of sightings showed an increasing trend after 2001. Since the 2000s, bears have been emerging in suburban areas 
near Noshiro City and the southern part of Dewa Hills. These areas were not previously inhabited by the Asiatic black bear. The frequency of 
sightings showed a positive correlation with the prefecture-level degree of beechnut crop failure and the rate of decline in the local human 
population. 
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